
エコキーパー事業所認定制度
温室効果ガス排出量計算シートについて



温室効果ガス排出量計算シート Excelシートの関連性について

各年度のシートに電気、燃料使用量等を記入します。
・新規申請の場合、過去４年間のシートに入力します。
（R1新規申請の場合はH27～H30に記入。事業所によっては過去2

年間、3年間の場合もあります。）

・更新申請の場合は当初申請から引き続く期間の前年度比削減率
の平均により認定ランクを区分できることとしているため、H17から

記入している事業所もあります。（エコキーパー事業所認定制度実
施要領 第3条3項）

電気需要平準化時間帯を考慮する場合は入力します。
考慮しない場合は入力の必要はありません。

各年度のシートから自動反映されます。



温室効果ガス排出量計算シート 各年度シート記入例

大規模事業所用と小規模事業所用
で単位が異なります。

使用量×排出係数= CO2排出量
例）灯油

100 × 2.49 = 249 t-CO2

都市ガスを使用している場合に記入
都市ガス入力表へ情報を記入することで、上記計
算表に数値が反映されます。

東京電力以外の電気事業者から買電して
いる場合に記入
Ａに情報を記入することで、上記計算表の電気の
欄へ数値が反映されます。



温室効果ガス排出量計算シート まとめシートについて

各年度シートに入力することでまとめシートに自動で数値が反映されます。

・新規申請及び更新申請の場合、この数値を認定申請書（様式第１号）の「温室効果ガスの排出状況」へ転記します。
更新申請の場合は当初申請から引き続く期間の前年度比削減率の平均により認定ランクを区分できるため、H17から記入している事業

所もあります。（エコキーパー事業所認定制度実施要領 第3条3項）



温室効果ガス排出量計算シート 電気需要平準化評価用シートについて

・新規申請及び更新申請の場合、この数値を認定申請書（様式第１号）の「温室効果ガスの排出状況」へ転記します。

○電気需要平準化時間について
H26に改正された省エネ法により夏期（7～9月）及び冬期（12～3月）の8～22時が電気需要平準化時間として定められました。H27の省

エネ法の報告から適用されています。この時間帯に使用した電気量は1.3倍することになっています。

○電気使用平準化評価シートを利用する事業所の例
夏期及び冬期の昼間の時間帯に使用した電気量が1.3倍されることから昼間の電気使用を夜間へシフトした事業所等が対象になると考

えられます。
例） 昼間操業していたが夜間操業へシフトした事業所

夜間電力を蓄電池に貯めて昼間に使用している事業所

※電気需要平準化評価を利用することにより二酸化炭素排出量の前年度比削減率の増加が見込める事業所が記入

買電のうち昼
間の買電量を
入力。

また、昼間買
電量のうち電
気需要平準化
時間の買電量
を入力。


